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日
本
を
含
む
、
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

の
４
カ
国
が
参
加
し
た
「
演
じ
る
女
た
ち
３
部
作
―

ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
か
ら
の
断
章
」（
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
、
東

京
、
ソ
ウ
ル
で
上
演
）
は
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
が

１
９
９
０
年
代
の
初
め
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南

ア
ジ
ア
、
と
段
階
を
踏
ん
で
進
め
て
き
た
現
代
演
劇
共
同
制
作
の

流
れ
の
中
に
位
置
す
る
。
今
回
は
、
南
ア
ジ
ア
随
一
の
演
劇
大

国
イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
演
劇
と
中
央
ア
ジ
ア
的
感
性
の
融
合
し
た
魅

力
的
な
演
劇
国
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
若
手
演
出
家
の
活
躍
目
覚
し

い
イ
ラ
ン
を
選
ん
だ
。
時
代
を
切
り
取
る
鋭
い
視
点
と
、
そ
れ
を

視
覚
的
に
実
現
で
き
る
才
能
を
持
っ
た
演
出
家
の
３
部
作
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て
、
３
人
が
決
定
し
た
の
は

２
０
０
５
年
で
あ
る
。

共
通
素
材
と
し
て
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
は
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
を
提
案
し
、
演
出
家
た
ち

か
ら
は
〝
女
性
〞
と
い
う
テ
ー
マ
が
提
案
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
非
西
欧
世
界
の
演
出
家
た
ち
が
、
普
遍

的
な
演
劇
と
な
っ
て
い
る
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
に
自
分
た

ち
の
現
実
を
ど
う
照
射
し
て
再
解
釈
す
る
の
か
と
い

う
課
題
と
、
女
性
を
今
日
の
世
界
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
読
み
解
く
鍵
に
し
よ
う
と
い
う
演
出
家

た
ち
の
意
図
は
、
１
本
の
糸
と
し
て
繋
が
っ
た
。

ホ
ジ
ャ
ク
リ
（
第
１
部
）
は
メ
デ
イ
ア
に
、
個
の
関

係
を
社
会
的
関
係
に
昇
華
さ
せ
た
女
性
を
見
よ
う
と

し
、
ア
ゲ
バ
テ
ィ
（
第
２
部
）
は
イ
オ
カ
ス
テ
に
、
タ

ブ
ー
へ
の
意
思
的
な
挑
戦
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
ピ
ラ
イ

（
第
３
部
）
は
ヘ
レ
ネ
の
存
在
を
、
現
代
の
石
油
を

巡
る
世
界
戦
争
に
繋
げ
よ
う
と
試
み
た
。
３
人
は
演

出
ス
タ
イ
ル
も
思
考
も
ま
っ
た
く
異
な
り
、
当
然
、
３
つ
の
パ
ー

ト
は
多
様
な
も
の
に
な
っ
た
が
、
３
本
を
あ
え
て
一
緒
に
上
演
す

る
こ
と
で
、
今
の
私
た
ち
が
生
き
る
世
界
の
多
様
性
と
危
う
さ

と
、
願
わ
く
ば
未
来
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
。

と
も
す
れ
ば
競
争
に
な
り
か
ね
な
い
３
部
作
と
い
う
形
は
、
３

人
に
と
っ
て
も
制
作
者
の
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に
と

っ
て
も
精
神
的
な
タ
フ
ネ
ス
を
要
求
し
、
実
の
と
こ
ろ
、
３
人
が
余

裕
を
も
っ
て
互
い
を
見
な
が
ら
作
業
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

イ
ン
ド
初
演
を
終
え
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
１
週
間

後
に
行
な
わ
れ
た
ソ
ウ
ル
公
演
を
終
え
る
こ
ろ
に
は
、
〝
同
志
〞

へ
の
理
解
と
尊
敬
は
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
。a

（
畠

由
紀
）2007年10月6～8日、東京渋谷のBunkamuraシアターコクーンで上演された舞台

から。上が「メデイア」、左下が「イオカステ」、右下が「ヘレネ」の1シーン

PPe r s o n

「演じる女たち3部作
――ギリシャ悲劇からの断章」を
演出した３人の精鋭演出家たち
Mr. Ovlyakuli Khodjakuli ／オブリャクリ・ホジャクリ
Mr. Abhilash Pillai ／アビラシュ・ピライ
Mr. Mohammad Aghebati ／モハメド・アゲバティ

（左から）モハメド・アゲバティ●イラン生まれ。イラン演劇で勢
いのあるのは圧倒的に若手演出家。その一人として注目される。
ミニマルで、観念的な作風が特徴／オブリャクリ・ホジャクリ●
トルクメニスタン生まれ。1994年からウズベキスタンのタシケン
トで活躍。ロシア演劇、中央アジアの伝統、スーフィズム的感性
の融合した個性的なスタイル／アビラシュ・ピライ●インド生ま
れ。デリーの国立演劇学校で教鞭を取りながら、斬新な作品を
次々と発表。いずれも強いメッセージ性と現代的な様式美が魅力
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